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Uyeno D. & Nagasawa K. (2010年出版予定) Four new species of Peniculisa Wilson, 1917 (Copepoda: Siphonostomatoida: Pennellidae)

parasitic on coastal marine fishes in Japanese waters, Journal of Parasitology (投稿中).
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Uyeno D. & Nagasawa K. (2010年2月出版) Three new species of Hatschekia Poche, 1902 (Copepoda: Siphonostomatoida: Hatschekiidae)

parasitic on boxfishes (Pisces: Tetraodontiformes: Aracanidae and Ostraciidae) in Japanese waters, Systematic Parasitology, 75, 147-

158.
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四国黒潮流域における魚類寄生虫相の解明
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(Siphonostomatoida: Hatschekiidae) found on tetraodontiform fishes from Japan, Uyeno D. & Nagasawa K.
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申請者氏名 上野大輔

研究課題名 四国黒潮流域における魚類寄生虫相の解明

申請者は、2009 年度黒潮生物研究財団からの助成を受け、高知県における魚類寄生虫相の

解明及び、熱帯域からの進入の可能性について検討した。本年度内においては、寄生虫調査を

3 回実施し（2010 年 3 月にもう一回実施予定）、28 魚種から 32 種の魚類寄生虫を採集した（寄

生性カイアシ類 28 種、チョウ類 1 種、寄生性等脚類 2 種、ヒル類 1 種）。最も多くの種が得ら

れたのは寄生性カイアシ類であり、現在までに未記載種 7 種が確認されている。寄生性カイア

シ類の中でも、最も多くの種数が発見された Hatschekia 科の Hatschekia 属カイアシ類は、

11 種中 4 種が未記載種であった。このうち 2 種（図 1, 2）については新種として記載を行い、

1 種（Hatschekia kuroshioensis Uyeno & Nagasawa, 2010）には採集地である黒潮町から種

名をいただいた（添付の文献参照）。残り 2 種（図 3, 4）についても、現在新種として記載を

進めている。また、その他 7 種についても 3 種は未記載種の可能性があり、更なる検討を要す

る。本属カイアシ類は様々な硬骨魚類を宿主とし、多くの種は熱帯域を中心に分布することか

ら、温暖化に伴う魚類寄生虫の北進を調べる指標として適当であると考えられる。今回発見さ

れた種の多くは、これまで高知県以北から報告されたことが無い種であり、南方から進入して

きた可能性がある。しかし、その報告例の乏しさから、本来の分布域の特定は現段階では困難

と言える。今後は経年的に調査を継続し、寄生虫相の変遷について追跡する必要がある。

そのほか、ペンネラ科カイアシ類の Peniculisa 属の未記載種 1 種 (図 5) についても記載し、

投稿された論文はまもなく受理される予定である。ツブムシ科カイアシ類 1 種とホソエラジラ

ミ科カイアシ類 1 種は、未記載属である可能性が強く示唆されるなど、高知県の黒潮流域にお

ける、寄生虫の高い多様性を示す結果が得られた。なお、得られた未記載種の一部については、

2009 年の The Crustacean Society, Summer Meeting において発表した。

このように短期の研究期間であったにも関わらず、多くの新しい知見が集積された。また、

今後調査を継続することで、熱帯域からの魚類寄生虫の侵入について明らかに出来る可能性は

非常に高い。本研究に対する助成期間は終了するものの、高知県沿岸域における魚類寄生虫相

調査は、今後も引き続き行う予定である。

本研究において採集された寄生性カイアシ類. 図 1, 2は新種として記載された(Hatschekia bibullae, H. kuroshioensis).

図 3, 4は現在投稿準備中である Hatschekia属の未記載種. 図 5は投稿中のペンネラ科の未記載種. スケールは全て 0.2mm.

1 2 3 4 5


